
 

 

住

職

法

談

境
内
の
ア
ジ
サ
イ
も
見
ご
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
半
年
が
過
ぎ
年
を
重
ね
る
ご

と
に
時
の
流
れ
が
速
く
な
る
の
を
実
感
し
ま
す
。

 
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ち
こ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
る
」
と

い
う
番
組
で
、
年
を
取
る
と
一
年
が
早
く
感
じ

ら
れ
る
の
は
、
「
人
生
に
ト
キ
メ
キ
が
な
く
な

っ
た
か
ら
」
と
の
答
え
で
し
た
。
大
人
に
な
る

と
毎
日
同
じ
作
業
の
繰
り
返
し
に
感
じ
ら
れ
、

印
象
に
残
る
出
来
事
は
少
な
く
、
ト
キ
メ
キ
や

ワ
ク
ワ
ク
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
大
人
た
ち
の
一

年
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
と
の
こ

と
で
し
た
。

今
年
、
特
に
速
く
感
じ
ま
す
。
開
山
四
〇
〇

年
記
念
事
業
の
準
備
と
執
行
、
そ
し
て
「
子
ど

も
・
夢
・
花
火
大
会
」
の
準
備
へ
と
続
い
た
か

ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
話
題
を
変
え
て
、
六
月
初
め
、
大
学

時
代
の
仲
間
が
慰
労
会
を
開
い
て
く
れ
る
と
い

う
の
で
寺
庭
（
家
内
）
と
上
京
し
ま
し
た
。
昔

話
よ
り
、
も
っ
ぱ
ら
健
康
の
話
が
中
心
で
し
た
。

上
京
し
た
つ
い
で
に
、
翌
朝
一
番
で
京
都
に

向
か
い
、
甥
の
車
を
借
り
て
奈
良
へ
。
長
谷
寺

と
国
立
博
物
館
の
空
海
展
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
日
は
新
装
に
な
っ
た
本
山
の
宿
坊
に
宿
泊
。

 

翌
日
は
、
近
く
の
泉
涌
寺
と
新
庄
市
升
形
出

身
の
泉
さ
ん
と
い
う
方
が
住
職
を
さ
れ
て
い
る

西
京
区
の
十
輪
寺
（
別
称
・
業
平
寺

な

り

ひ

ら

で

ら

）
を
訪
ね
ま
し
た
。

住
職
は
九
十
四
歳
。
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
と

は
い
う
も
の
の

と
て
も
お
元
気

で
、
新
庄
弁
と

方
言
の
研
究
に

取
り
組
ん
で
い

る
と
の
こ
と
。

と
て
も
溌
溂
と

し
た
お
姿
に
、

大
変
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。

人
と
モ
ノ
に
会
う
こ
と
で
自
分
の
置
か
れ
た

状
況
が
明
確
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
元
気

な
人
と
会
え
ば
元
気
を
い
た
だ
き
、
良
い
も
の

を
鑑
賞
す
る
と
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
す
。

人
、
モ
ノ
は
、
語
ら
ず
と
も
語
り
か
け
て
き

ま
す
。
語
り
か
け
を
「
受
け
止
め
る
力
」
が
あ

る
か

」、

そ
れ
は
「
心
の
在
り
方
」
で
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
私
は
、
悟
り
は
「
気
づ
く
心
」
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
生
を
悟
れ
な
く
て
も
、

投
げ
か
け
に
気
づ
く
心
が
あ
れ
ば
、
悟
り
の
世

界
に
近
づ
い
て
い
く
と
思
う
の
で
す
。
い
ず
れ

近
づ
く
だ
ろ
う
と
い
う
待
ち
の
時
間
も
必
要
だ

と
思
う
の
で
す
。

「
若
気
の
至
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

間
違
い
を
責
め
る
の
で
な
く
、
更
生
保
護
（
慈

悲
）
に
よ
る
、
本
人
の
気
づ
く
心
を
待
つ
こ
と

も
大
切
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

千
二
百
年
前
、
弘
法
大
師
空
海
は
、
日
本
に
、

密
教
・
即
身
成
仏
、
ま
さ
に
生
き
な
が
ら
悟
る

教
え
を
伝
え
ま
し
た
。
九
十
四
歳
の
老
僧
は
、

密
教
こ
そ
す
べ
て
を
包
み
込
む
素
晴
ら
し
い
教

え
だ
と
、
何
度
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

密
教
の
経
典
に
「
理
趣
経
」
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
真
言
宗
の
根
本
経
典
で
す
。
そ
こ
に

は
、
「
人
間
の
行
動
や
考
え
、
営
み
は
本
来
不

令令



 

 

浄
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
欲
を
誤
っ
た

方
向
に
向
け
た
り
、
自
我
に
と
ら
わ
れ
た
り
す

る
場
合
が
問
題
な
の
だ
。
小
欲
で
は
な
く
世
の

為
と
い
う
慈
悲
の
大
欲
を
持
ち
、
衆
生
の
為
に

生
死
を
尽
く
す
ま
で
生
き
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る

」、

「
清
浄
な
気
持
ち
で
汚
泥
に
染
ま
ら
ず
、

大
欲
を
持
っ
て
衆
生
の
利
益
を
願
う
の
が
人
の

務
め
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
決
し
て
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま

せ
ん
。
宇
宙
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
、
報
恩
感
謝
の
世
界
が
広
が
る
よ
う
精

進
す
る
。
ま
ず
は
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
で

感
謝
を
伝
え
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。 

 開

山

記

念

事

業

 

●
内
陣
幕
、
山
門
幕
の
奉
納
と
祈
願
祭 

五
月
十
二
日
（
日
）
午

前
九
時
に
、
歓
喜
天
堂
に

お
い
て
、
歓
喜
天
堂
内
陣

幕
、
山
門
幕
が
奉
納
さ
れ
、

山
内
安
全
、
関
係
者
一
同

の
無
事
息
災
を
祈
っ
て
、

大
護
摩
祈
祷
を
行
い
ま
し

た
。 

●

稚

児

行

列

 

午
前
九
時
、
鍛
冶
町
の
は
ぐ
く
み
保
育
園
を

お
借
り
し
て
、
支
度
開
始
。 

午
前
十
時
、
衣
装
を
身
に
着
け
た
三
十
名
の

か
わ
い
ら
し
い
稚
児
さ
ん
た
ち
が
、
先
導
の
坊

さ
ん
た
ち
の
後
ろ
に
続
い
て
、
保
育
園
前
を
出

発
。 鍛

冶
町
、
中
山
町
、
木
栄
町
を
練
り
歩
き
、

円
満
寺
の
山
門
を
く
ぐ
り
境
内
を
二
周
。
沿
道

の
皆
様
か
ら
も
、
法
要
に
お
い
で
に
な
ら
れ
た

皆
様
か
ら
も
、
大

歓
声
を
受
け
ま
し

た
。 稚

児
行
列
参
列

者
全
員
で
の
記
念

撮
影
の
あ
と
、
洒

水
加
持
と
家
族
ご

と
の
写
真
撮
影
を

行
い
ま
し
た
。 

記
念
品
と
お
み

や
げ
が
授
与
さ
れ

て
、
公
民
館
で
の

着
替
え
と
な
り
ま

し
た
。 

振
る
舞
い
コ
ー
ナ
ー
に
は
焼
き
そ
ば
と
あ
ん

こ
餅
を
用
意
し
ま
し
た
。 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
山
形
新
聞
の
取
材
が
あ
り
、
テ
レ

ビ
で
放
映
さ
れ
、
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
良
い
記

念
と
な
り
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
方
々
や
沿
道
の
方
々
か
ら
喜
ん

で
い
た
だ
き
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。 

 

●
記
念
法
要 

正
午
か
ら
本
堂
に
て
、
旧
戸
澤
藩
第
十
五
代

当
主
で
あ
る
戸
澤
充
氏
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓

の
方
々
ご
列
席
の
も
と
、
一
般
参
列
者
八
十
名

に
よ
り
記
念
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

読
経
、
声
明
、
御
詠
歌
と
、
厳
粛
な
中
に
も

さ
わ
や
か
で
心
に
響
く
法
要
と
な
り
ま
し
た
。 

終
了
後
、
武
田
一
夫
氏
（
元
新
庄
市
教
育
長
）

よ
り
、
当
山
の
歴
史
を
戸
澤
家
と
の
関
係
か
ら

分
か
り
や
す
く
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
法
要
に

花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

●
記
念
祝
賀
会 

法
要
終
了
後
、
会
場
を
庫
裏
に
移
し
て
、
土

佐
や
の
弁
当
と
振
る
舞
い
餅
を
食
し
な
が
ら
歓

談
し
ま
し
た
。 

和
や
か
な
宴
と
な
り
ま
し
た
。 



 

 

●
記
念
品
の
紹
介 

伐
採
し
た
境
内
の
桜
の
木
で
箸
を
製
作
し
、

夫
婦
箸
を
用
意
し
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
手

ぬ
ぐ
い
。
山
門
の
風
景
を
絵
柄
に
し
、
円
満
寺

の
御
詠
歌
を
揮
毫
（

き

ご

う

）

し
ま
し
た
。 

 

●
記
念
品
を
お
分
け
し
ま
す
。 

・
夫
婦
箸 

八
〇
〇
円 

・
手
ぬ
ぐ
い 

一
〇
〇
〇
円 

 開
山
四
百
年
記
念
品 

・
歓
喜
円
満
桜
箸 

 
 

・
手
ぬ
ぐ
い 

  円
満
寺
御
詠
歌 

 

い
ざ
さ
ら
ば 

 

今
宵
は
こ
こ
に 

 
 

 
 

 

円
満
寺 

祈
り
の
声
を 

 

耳
に
ふ
れ
つ
つ 

南
無
大
師
遍
照
金
剛 

 

小
杉
山
吉
祥
院
円
満
寺 

お
さ
そ
い 

秋

の

三

山

参

拝

旅

行

 
 

 

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
真
言
宗
智
山
派
、

三
つ
の
大
本
山
参
拝
旅
行
を
企
画
し
ま
し
た
。 

初
日
は
成
田
山
新
勝
寺
を
参
拝
し
、
木
更
津

三
日
月
温
泉
泊
。
二
日
目
は
靖
国
神
社
と
明
治

神
宮
、
昼
食
は
有
楽
町
「
天
米
」
で
、
川
崎
大

師
平
間
寺
へ
。
夕
食
は
中
華
街
、
横
浜
泊
。 

三
日
目
は
高
尾
山
薬
王
院
へ
。
精
進
料
理
の
昼

食
を
摂
り
、
帰
路
に
。 

・
日
時 

令
和
六
年
九
月
二
十
九
日

（
日

） 

か
ら 

十
月
一
日

（
火

） 

二
泊
三
日 

 
・
交
通
手
段 

ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
バ
ス 

・
最
低
催
行
人
員 

十
五
名 

・
旅
費 
一
人 

八
万
七
千
円 

 

・
募
集
締
め
切
り 

八
月
三
十
一
日
（
土
） 

・
締
め
切
り
後
、
説
明
会
を
行
い
ま
す
。 

・
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【

例

大

祭

の

ご

案

内

】

 

歓

喜

天

夏

祭

り 

▽
七
月
二
十
八
日
（
日
）
正
午 

歓
喜
天
堂 

●

華

水

供

祈

祷

 

大

護

摩

奉

修

 

家
内
安
全
・
所
願
成
就 

●
昼
食
会
（
直
会
） 

精
進
料
理 

●
会
費 

二
千
五
百
円
（
代
参 

千
五
百
円
） 

 

▽
七
月
二
十
八
日
（
日
）
午
後
七
時
半 

 

●

子

ど

も

・

夢

 

・

花

火

大

会

 

 

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
届
け
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
今
年
で
十
七
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
み

な
さ
ま
の
ご
協
賛
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご
芳
志 

一
口 

三
千
円
よ
り 

【
振
込
先
】
新
庄
信
用
金
庫 

 

本
店 

普
通
〇
〇
〇
一
四
一
〇 

（
宗
）
圓
満
寺
代
表
役
員 

山
尾
順
紀 

上 成 田 山  下 高 尾 山   

　

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
真
言
宗
智
山
派
、

三
つ
の
大
本
山
参
拝
旅
行
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
成
田
山
新
勝
寺
を
参
拝
し
、
木
更
津

三
日
月
温
泉
泊
。
二
日
目
は
靖
国
神
社
と
明
治

神
宮
、
昼
食
は
有
楽
町
「
天
米
」
、
川
崎
大
師

平
間
寺
へ
。
夕
食
は
中
華
街
、
横
浜
泊
。
三
日

目
は
高
尾
山
薬
王
院
へ
。
精
進
料
理
の
昼
食
を

摂
り
、
帰
路
に
。

〈
円
満
寺
御
詠
歌
〉

〈
開
山
四
百
年
記
念
品
〉



 

流

し

そ

う

め

ん

大

会

▽
七
月
二
十
七
日
（
土
）

正
午
（
参
加
無
料
）

※
神
輿
は
中
止
とい

た
し
ま
す
。 

◎

寺

子

屋

●
日
時

七
月
三
十
日

（
火

）、
三
十
一
日

（
水

） 

八
月
一
日

（
木

）
午
前
八
時
半
か
ら
十
二
時

●
場
所

円
満
寺
本
堂

●
対
象

小
学
生

●
内
容

夏
休
み
の
宿
題

・
念
珠
つ
く
り

写
仏
で
う
ち
わ
つ
く
り

・
子
ど
も
半

袈
裟
つ
く
り

●
参
加
費

千
円

（
材
料
代

・
保
険
代

） 

●
申
し
込
み

七
月
十
五
日

（
月

）
ま
で

＝
仏
事
Ｑ
＆
Ａ
＝

お

盆

っ

て

？

八
月
の
声
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

お
盆
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。 

お
盆
は
、
お
釈
迦
様

の
弟
子
で
あ
る
目

連

も
く
れ
ん

尊
者
が
、
餓
鬼

が

き

道 ど
う

と

い
う
苦
し
い
世
界
に
堕

ち
て
し
ま
っ
た
亡
き
母

を
、
雨
期
に
行
う
厳
し
い
修
行
の
最
終
日

（
七

月
十
五
日

）
に
、
修
行
者
た
ち
を
も
て
な
し
た

功
徳
に
よ
っ
て
救
っ
た
、
と
い
う

『
仏
説

盂
蘭
盆

う
ら
ぼ
ん

経

』
の
お
話
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

お
盆
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で

「
ウ
ラ
ボ
ン

」

と
言
い
ま
す
。
漢
字
を
当
て
る
と

「
盂
蘭
盆

」

と
な
り
ま
す
。 

お
盆
の
期
間
は
八
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
ま

で

（
関
東
な
ど
で
は
、
七
月
に
行
う
地
域
も

）

が
多
く
、
亡
き
人
や
ご
先
祖
さ
ま
の
精
霊
を
わ

が
家
に
お
迎
え
し
て
供
養
し
、
家
族
と
亡
き
人

が
と
も
に
過
ご
し
ま
す
。 

こ
の
期
間
は
、
私
た
ち
家
族
の
つ
な
が
り
や

他
者
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
育
ん
で
く
れ
る
大

切
な
時
間
で
す
。
と
も
す
れ
ば
忘
れ
が
ち
に
な

る
、
ご
先
祖
さ
ま
か
ら
連
な
る
歴
史
の
積
み
重

ね
の
上
に
今
日
の
自
分
が
あ
る
と
い
う

「
い
の

ち
の
つ
な
が
り

」
に
気
づ
く
時
で
も
あ
り
ま

す
。 ま

た
、
四
十
九
日
忌

（
場
合
に
よ
っ
て
は
三

十
五
日
忌

）
の
法
事
が
済
ん
で
初
め
て
迎
え
る

お
盆
の
こ
と
を

「
新
盆

」
（
に
い
ぼ
ん･

し
ん

ぼ
ん･

あ
ら
ぼ
ん

）
な
ど
と
呼
び
ま
す
。

新
庄
聖
天

円
満
寺

〒
９

９

６
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１

新
庄
市
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五
九
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２
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４
３
３

フ
ァ
ッ
ク
ス

（
３
２

）
０
１
６
６

令
和
六
年
七
月
十
日
発
行

発
行
人
山
尾
瑛
紀

子ども半袈裟


